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第5回eReadiness調査

2024年 報告書（日本版）
消費者のニーズ分析と
eモビリティの今後の見通し



Strategy&

第5回 eReadiness調査の発行を受け、日本の自動車産業向けに
日本市場における短期動向に関する知見を提供

本調査について
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顧客タイプ
一般消費者
全ドライバー人口を対象としたサンプル
調査

製品セグメント 乗用車

技術

BEV（バッテリー式
電気自動車）とPHEV（プラグ
インハイブリッド自動車）

調査
日本で710人を対象とした
オンライン調査

第3回
2022年

7カ国

第4回
2023年

18カ国・地域

第1回

1
2020年

4カ国

第2回
2021年

6カ国

2024年
第5回

27カ国

北米

eReadiness（日本版）の調査

3 42 5

EMEA
（欧州・中東・アフリカ）

APAC（アジア太平洋）

LATAM（中南米）
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EV消費者動向サマリー（日本の動向）

• 日本の調査対象者をEV所有者、EV見込み客1）、EV懐疑派2）の3つのクラスターに分類したとこ
ろ、日本ではEV懐疑派が74%と、他の国・地域と比べて最も高かった
（次点の米国より20%以上高い）

• 日本のEV懐疑派はEV所有者やEV見込み客と比べ、所得水準の低さ、年齢層の高さ、都市部
居住者の少なさが特徴。通勤時における車の使用率も低く、買い替えサイクルは長期的

4
5 eReadiness 2024第 回 調査 年報告書 1）今後5年以内にEVを購入する意向を明言している人々 2）今後5年以内にEVを購入する意向はないと明言している人々

出所：Strategy&

消費者調査プロファイル：

日本における4分の3の消費
者がEV懐疑派

同顧客層は、クルマ消費の
優先度自体が低い

消費者意識：

EV所有者は8割が継続購入

意向がある一方、今後の顧
客基盤拡大には、充電時間・
バッテリーの耐久性・航続距
離の不安解消が不可欠

EVに求める条件：

今後の顧客開拓の主戦場は、
見込み客に応えるCセグメン

ト、懐疑派を振り向かせる軽
自動車セグメントか

• 残り26%を占める日本のEV所有者と見込み客は、EVの運転体験やコスト低減を評価している

− EV所有者は、燃費／マイルあたりのコストを重視してEVを購入し、運転体験、充電時間、バッテリーの寿
命、維持費の低減を理由に現在のEVに満足しており、EV継続率も8割と高い

− EV見込み客のEV購入の検討を後押しする主な動機は、コスト低減、利便性、運転体験である

• EV購入を阻害する三大要因は、見込み客、懐疑派ともに、充電時間の長さ、バッテリーの耐用
年数、限られた航続距離である

• EV見込み客は、いずれの車両セグメントにおいても30分未満の充電時間を求め、最もニーズ
のあるCセグメントにおいて300km以上の航続距離を求める

• EV懐疑派はEV見込み客とは異なり超小型車を好むが、求める条件はEV見込み客がCセグメ
ントに求める条件と同様で、航続距離300km以上、充電時間30分未満である
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日本の調査対象者710人をEV所有者、EV見込み客、EV懐疑派の3つの
クラスターに分類し、人物像やEVの嗜好を分析した
消費者調査：クラスターと調査内容

出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析

• EV懐疑派の人物像

• EVを購入しない要因とEVに求める条件

• EV見込み客の人物像

• EVを購入しない要因とEVに求める条件

• EV所有者の人物像

• EVの使用習慣

調
査
内
容

成
果

概
要
と
規
模

現在EVを所有する人々 今後5年以内にEVを購入する意向を

明言している人々

今後5年以内にEVを購入する意向はないと

明言している人々

1万6,778人の回答者（うち日本の回答者は710人）#

全地域 日本

EVが日本の消費者に評価されている点を
特定した

自動車メーカーのターゲットを絞った行動の
支えとなる、主要顧客プロフィールおよび
ニーズを特定した

自動車メーカーのターゲットを絞った行動の
支えとなる、主要顧客プロフィールおよび
ニーズを特定した

6% 4%6% 5%

62%

35%

63%

21%
32%

61%

31%

74%

2 3

EV見込み客 EV懐疑派EV所有者

1

6

2023年比
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全地域 日本 全地域 日本
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他の国や地域と比較すると、日本はEV懐疑派の割合が高い

クラスターのプロフィール

出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析
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1万6,778人の回答者#

5%
20%

7% 6% 5%
16%

8% 6%

21%

50%

73%

85% 78%

44%
57%

80% 75% 51%
58%

51%

65%
79%

74% 63%

74%

46%

7% 11% 15%

52%
37%

18% 20%
33% 34%

47%
31%

17%
25% 31%

日本

3%
オースト
ラリア

中国

4%
インド インド

ネシア

4%
米国 カナダ

2%
メキシコ ブラジル 北欧 中欧

2%
東欧

4%
南欧

4%
中東

1%
アフリカ

EV所有者

EV見込み客

EV懐疑派

APAC 北米 EMEALATAM

グローバル
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EV懐疑派は、EV所有者や見込み客と比べ、低い所得水準、高年齢層、
都市部居住者の少なさが特徴
消費者調査：クラスターのプロフィール（1/2）

2 31

出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析

EV見込み客 EV懐疑派EV所有者

年収 9万7,000ユーロ 7万3,000ユーロ 4万ユーロ

自宅駐車スペース

性別

年齢 44歳 45歳 52歳

居住地
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54% 男性

83% 都市部

71% あり

689人の回答者
（うち、EV所有者35人、EV見込み客144人、
懐疑派510人）

#

46% 男性

70% 都市部

69% あり

48% 男性

53% 都市部

80% あり
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消費者調査：クラスターのプロフィール（2/2）

出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析
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689人の回答者
（うち、EV所有者35人、EV見込み客144人、
懐疑派510人）

# 2 31
EV見込み客 EV懐疑派EV所有者

EV懐疑派は、通勤時の車の使用率は少なく、買い替えサイクルが長期的である

マイカー通勤

週あたりの通勤日数

他の交通手段との併用

毎日の通勤距離

標準的な自動車保有

期間

87%

42%

66%

34%

60%

10%

4.1日

16km 14km 13km

5.6年 8.8年 11.4年

4.2日 3.3日
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日本のEV所有者は、EVを新車で購入し、充電インフラも合わせて購入する
傾向にある
EVの購入

出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析 11
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購入したEV EVと一緒に購入した製品・サービス

EV所有者1

35人の回答者# 35人の回答者（複数回答）#

自宅・オフィス用充電インフラ

家庭用蓄電池システム

その他

なし

43%

6%

9%

37%

グリーンエネルギー契約 23%

6%

太陽光パネル 14%

その他のエネルギー契約 3%

エネルギーマネジメント
ソリューション

9%

37% 63%エンジンタイプ

BEV PHEV

91%購入時の状態

新車 中古車

0kmカー／デモカー

3%

6%

前払い／後払い充電パッケージ
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上位3つの購入要因

コスト 性能利便性

日本のEV所有者は、EV購入にあたり、コストを筆頭に、充電の利便性、航続距離
を重視する
EVの購入要因

出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析 12
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EV所有者1

自宅で
充電可能

航続距離 全体的な
メンテナンス費

運転体験 職場で
充電可能

環境負荷
の低減

国の
優遇措置

蓄電・バック
アップユニット

規制への準拠 駐車場代
の低減

ステータス
シンボル

都心エリア
へのアクセス

周囲から
の圧力

60% 57%

49%
45%

31% 33%

燃費、マイル
あたりのコスト

32%
29%

40%

20% 21% 20%
25%

20%

9%

17%

5%

11% 10% 9% 7%
3% 4%

12%

1%

31%

日本 全地域

EVを購入した理由

1089人（うち日本は35人）の回答者（上位3つの理由を回答）#
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充電時間 バッテリー
の寿命

維持費の
低減

駐車場の数 充電ソ
リューション
の利便性

メンテナン
ス費の低減

54%

39%

25%

航続距離

25%

運転体験

57%

39%

25%

36%

EV所有者の8割が、運転体験、充電時間、バッテリーの寿命、維持費の低減を
背景に現在所有しているEVに満足しており、EVの継続購入意向も高い

注：四捨五入により、合計が100%にならない場合がある
出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析

満足している理由（上位3つを選択）

35人の回答者#35人の回答者#

87%

EVの顧客満足度：製品に対する満足度

EV所有者1

第5回eReadiness調査 2024年報告書

20%

60%

14%

3%

EVへの満足度

3% 非常に不満

そこそこ不満

どちらとも言えない

そこそこ満足

非常に満足

現在所有しているEVへの満足度

13

91%

9%

EVの継続意思

EVを継続する

ICEに切り替える

35人の回答者#

EVの継続意思
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上位3つの動機

出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析

EV購入を後押しする主な理由

EV見込み客2

14
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燃費、マイル
あたりのコスト

自宅で
充電可能

運転体験 航続距離 全体的な
メンテナンス費

国の
優遇措置

環境負荷
の低減

職場で
充電可能

都心エリア
へのアクセス

駐車代
の低減

規制
（ICEの禁止

など）

周囲から
の圧力

ステータス
シンボル

62%

45%

32% 31% 28% 26% 24%
18%

13%
10%

5% 3% 3%

コスト 体験利便性

144人の回答者（上位3つの理由を回答）#

日本のEV見込み客にEV購入の検討を後押しする主な動機は、コスト低減、利便性、
運転体験であり、航続距離が続く
EVの主な購入動機
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EV見込み客のEV購入を阻害する主な要因は、限られた航続距離、充電時間の
長さ、バッテリーの耐用年数への不安
EV購入を思いとどまる主な理由

出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析

EV購入を思いとどまる主な理由

15
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144人の回答者 （複数回答）#

バッテリーの
耐用年数に
関する不透

明感

限られた
航続距離

ICEよりも
高い初期費用

充電
スタンド
がない

費用に
関する

不透明感

今の車を
買ったばかり

寒冷期の
性能低下

駐車
スペースが

ない

使用済み
バッテリーの
環境負荷

安全性
に関する
不安

残存価値
に関する
不透明感

ライフ
スタイルを
変えたくない

新しい
テクノロジー
への信頼不足

選択肢の
少なさ

55%

充電時間の
長さ

56%

40%

15%
12%

5%
3%

16%

4%

10%

16%

4% 3%
6%

残存価値の低さ

15%

41%

EV見込み客2
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EV見込み客のうち7割以上が300km以上の航続距離、30分未満の充電時間
を求める
許容航続距離と充電許容時間

注：四捨五入により、合計が100%にならない場合がある。許容航続距離をマイルで回答した回答者を除く
出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析

許容航続距離
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138人の回答者#

15分未満 15～30分 30～60分 1～3時間 3～6時間 6時間以上

28%

32%

22%

9%

7%

1%

200km未満 600km以上

4%

21%

32%

28%

10%

4%

80%充電するのにかかる許容時間

138人の回答者#

EV見込み客2

200～300km 300～400km 400～500km 500～600km
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EV懐疑派のEV購入を阻害する主な要因は、EV見込み客と同様、充電時間の
長さ、バッテリーの耐用年数、限られた航続距離
EV購入を思いとどまる主な理由

注：四捨五入により、合計が100%にならない場合がある
出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析

EV購入を思いとどまる主な理由

EV懐疑派3

17
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510人の回答者 （複数回答）#

バッテリーの
耐用年数に
関する不透

明感

限られた
航続距離

ICEよりも
高い初期費用

公共充電
スタンド
がない

費用に
関する

不透明感

今の車を
買ったばかり

寒冷期の
性能低下

充電設備付き
の共有または
私用駐車
スペース
がない

駐車
スペースが

ない

使用済み
バッテリーの
環境負荷

安全性
に関する
不安

残存価値
に関する
不透明感

納車待ちの
期間が長い

ライフ
スタイルを
変えたくない

新しい
テクノロジー
への信頼不足

選択肢の
少なさ

53%

充電時間の
長さ

37%

28%
25%

12% 12% 11% 11% 11%
9% 9% 8%

6% 6% 5%
2%

残存価
値の低さ

9%

44%
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航続距離は、EV懐疑派の6割以上が300km以上を求め、充電時間は約7割が
30分未満を求める
許容航続距離と充電許容時間

注：四捨五入により、合計が100%にならない場合がある。許容航続距離をマイルで回答した回答者を除く
出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析

EV懐疑派3
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490人の回答者#

15分未満 15～30分 30～60分 1～3時間 3～6時間 6時間以上

40%

26%

18%

10%

3% 4%

200km未満 200～300km 300～400km 400～500km 500～600km 600km以上

14%

20%

23%
21%

10%

13%

80%充電するのにかかる許容時間

490人の回答者#

許容航続距離
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日本のEV見込み客は、Cセグメントのコンパクトカー、SUVに対する関心が高い
EV見込み客：求める車両タイプ

出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析 20
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購入したい車のタイプ 購入したい車のボディタイプ

EV見込み客2

144人の回答者# 144人の回答者（複数回答）#

Aセグメント
超小型車

Bセグメント
コンパクトカー

Cセグメント
大きめの

コンパクトカー

Dセグメント
中型車

Eセグメント
大型車

Fセグメント
高級車

27%

22%

42%

6%
3%

0%

セダンSUV ハッチバック スポーツ
カー

MPV ピックアップミニカー オフロード

37%

46%

22%

6%
9%

3%

12%

1%

次のスライドで深掘り
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EV見込み客は、いずれの車両セグメントにおいても30分未満の充電時間を求め、
最もニーズのあるCセグメントにおいて300km以上の航続距離を求める
EV見込み客：車両タイプ別の求める条件

注：四捨五入により、合計が100%にならない場合がある。許容航続距離をマイルで回答した回答者を除く
出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析

車両タイプ別の許容航続距離と充電時間

21
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EV見込み客2

0%

100%
0% 100%

600km
以上

200km
未満

200～
300km

300～
400km

400～
500km

500～
600km

100%0%
100%

0%
500～
600km

600km
以上

200～
300km

300～
400km

200km
未満

400～
500km

30～60分

15分未満

15～30分

1時間以上

0% 100%

0%

100%

300～
400km

200～
300km

400～
500km

500～
600km

600km
以上

200km
未満

許
容
充
電
時
間

許容航続距離

許
容
充
電
時
間

許
容
充
電
時
間

許容航続距離 許容航続距離
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日本のEV懐疑派は、EV見込み客と比べてより小型な車を好む
EV懐疑派：求める車両タイプ

注：四捨五入により、合計が100%にならない場合がある
出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析

移動ニーズに適した車両タイプ

EV懐疑派3

22
第5回eReadiness調査 2024年報告書

510人の回答者#

Aセグメント
超小型車
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大きめのコン
パクトカー
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中型車
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大型車
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高級車
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Mセグメント

ミニバン

Sセグメント

スポーツカー

34%

17%

20%

4%
2%

6%
4%

10%

3%

次のスライドで深掘り
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EV懐疑派はEV見込み客がCセグメントに求める条件と同じスペックをAセグメントに
求める
EV懐疑派：車両タイプ別の求める条件

注：四捨五入により、合計が100%にならない場合がある。許容航続距離をマイルで回答した回答者を除く
出所：消費者調査からのフィードバックに基づくStrategy&の分析 23
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車両タイプ別の許容航続距離と充電時間
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